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幌
延
町
に
は
、
深
地
層
研
の
着
工
後
、
年
間

一
億
円
を
超
え
る
電
源
三
法
交
付
金
が
入
る
。だ
が
、

地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
地
元
が
期
待
ほ
ど
で

は
な
い
。
工
事
も
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
受
注
し
、
地
元

の
中
小
零
細
の
建
設
業
者
が
入
り
込
む
余
地
は
少

な
い
。最
近
は
町
内
の
建
設
業
者
の
倒
産
が
相
次
ぐ
。

　

町
内
に
は
「
町
長
だ
け
が
い
い
思
い
を
し
て
い

る
」
と
の
不
満
の
一
方
で
、
「
処
分
場
を
受
け
入

れ
て
は
ど
う
か
」
と
の
声
さ
え
出
始
め
て
い
る
。

政
府
の
文
献
調
査
に
応
じ
る
だ
け
で
年
間
一
〇
億

円
を
限
度
に
最
大
で
二
〇
億
円
が
自
治
体
に
転
が

り
込
む
。町
内
の
雰
囲
気
を
察
し
た
の
だ
ろ
う
か
、

宮
本
町
長
は
今
年
六
月
の
町
議
会
で
、
国
か
ら
文

献
調
査
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
、「
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
課
題
」と
答
弁
し
た
。

そ
の
後
、
発
言
を
撤
回
し
た
も
の
の
、
住
民
の
疑

念
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

　

道
の
態
度
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
高
橋
知
事
は

今
年
四
月
の
知
事
選
の
際
、
文
献
調
査
や
処
分
場

に
つ
い
て
、「
条
例
に
基
づ
い
て
対
応
す
る
」
と
し

た
。額
面
通
り
に
受
け
止
め
れ
ば
、「
受
け
入
れ
な
い
」

と
な
る
が
、
道
庁
内
で
は
、
国
サ
イ
ド
か
ら
の
打

診
に
応
じ
て
、
条
例
を
変
え
ら
れ
な
い
か
を
検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
。「
放
射
性
廃
棄
物
は
受
け
入
れ

が
た
い
」と
す
る
文
言
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。

条
例
を
変
え
れ
ば
、
知
事
の
「
条
例
に
基
づ
い
て

対
応
す
る
」
と
い
う
方
針
と
も
齟
齬
が
生
じ
な
い
。

　

放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
問
題
は
、
遠
く
な
い
時

期
に
再
浮
上
す
る
だ
ろ
う
。
国
か
ら
の
文
献
調
査

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
時
、
高
橋
知
事
は
ど
の
よ

う
な
姿
勢
を
示
す
の
か
。
高
橋
知
事
に
突
き
刺
さ

る
大
き
な
「
ト
ゲ
」
と
な
る
の
は
必
至
だ
。

＜

洋＞

今
か
ら
一
〇
万
年
前
と
言
え
ば
、
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
の
時
代
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
期
間

の
安
全
を
保
証
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　

当
然
の
よ
う
に
、
最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
る

自
治
体
は
な
い
。
八
〇
年
代
に
、
幌
延
町
が
中
間

貯
蔵
施
設
を
誘
致
し
た
が
、
道
や
周
辺
自
治
体
の

反
対
で
頓
挫
。
そ
の
後
も
、
候
補
地
が
浮
上
し
て

は
、
住
民
の
反
対
で
消
え
た
。
処
分
の
実
施
主
体

の
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
は

二
〇
〇
二
年
か
ら
、
最
終
処
分
場
の
選
定
に
向
け

た
第
一
段
階
と
な
る
「
文
献
調
査
」
の
実
施
を
公

募
し
た
が
、
手
を
挙
げ
た
自
治
体
は
ゼ
ロ
。

　

業
を
煮
や
し
た
国
は
申
し
入
れ
方
式
に
切
り
替

え
た
。
そ
し
て
、
今
年
四
月
の
統
一
地
方
選
後
、

文
献
調
査
の
実
施
を
全
国
の
複
数
の
自
治
体
に
申

し
入
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
で

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
逸
し
た
も
の
の
、
そ
の
動
き

は
今
も
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
。

　

北
海
道
や
幌
延
町
は
二
〇
〇
〇
年
に
、
深
地
層

研
究
セ
ン
タ
ー
を
受
け
入
れ
た
際
、
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
開
発
機
構
（
当
時
）
と
、「
放
射
性
廃
棄
物
は

持
ち
込
ま
な
い
」「
研
究
終
了
後
は
埋
め
戻
す
」
な

ど
と
の
三
者
協
定
を
締
結
し
た
。
さ
ら
に
、
道
と

幌
延
町
は
放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
を
認
め
な

い
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
制
定
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
文
献
調
査
の
対
象
か

ら
除
外
し
て
い
る
の
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
中
間
貯

蔵
す
る
青
森
県
だ
け
。
国
と
県
が
「
最
終
処
分
場

と
し
な
い
」と
の
確
約
書
を
交
わ
し
て
い
る
か
ら
だ
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
「
条
例
や
協

定
が
あ
る
か
ら
、北
海
道
を
除
外
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
明
言
す
る
。
北
海
道
の
自
治
体
も
候
補
地
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
過
程

で
生
じ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
。い
わ
ば
「
核

の
ゴ
ミ
」
だ
。
そ
の
処
分
方
法
の
研
究
が
進
む
北

海
道
幌
延
町
で
、
研
究
の
実
施
主
体
の
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
・
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

と
、
宮
本
明
・
幌
延
町
長
の
不
透
明
な
関
係
が
今

年
八
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

宮
本
町
長
が
取
締
役
の
会
社
と
、
町
長
の
長
男

ら
が
取
締
役
を
務
め
る
会
社
の
二
社
が
、
深
地
層

研
の
職
員
住
宅
の
賃
貸
と
施
設
の
警
備
業
務
で
年

間
約
四
〇
〇
〇
万
円
の
収
入
を
得
て
い
た
。

　

深
地
層
セ
ン
タ
ー
は
「
賃
貸
は
町
長
就
任
前
か
ら

の
契
約
」、
宮
本
町
長
も
「
二
社
の
経
営
に
は
か
か

わ
っ
て
い
な
い
。
法
的
に
は
問
題
は
な
い
」
な
ど
と

釈
明
す
る
。
だ
が
、「
原
子
力
マ
ネ
ー
」
が
町
長
サ

イ
ド
に
流
れ
て
い
る
の
は
動
か
し
が
た
い
事
実
だ
。

　

宮
本
町
長
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
三
選
を
果

た
し
た
。
町
を
二
分
す
る
激
し
い
町
長
選
が
続
い

て
い
た
が
、
三
一
年
ぶ
り
に
無
投
票
に
な
っ
た
。

有
力
な
対
抗
勢
力
も
な
く
、
長
期
政
権
の
可
能
性

も
あ
る
。
そ
の
町
長
へ
の

〝便
宜〟

に
は
何
ら
か

の
意
図
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、
脱
原
発

の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
。菅
直
人
前
首
相
退
陣
後
、

就
任
し
た
野
田
佳
彦
首
相
も
、
「
脱
原
発
依
存
」

を
引
き
継
ぐ
方
針
だ
。
し
か
し
、
脱
原
発
が
実
現

し
て
も
、
な
お
大
き
な
問
題
と
し
て
残
る
の
が
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
存
在
だ
。
国
は
放
射
性

廃
棄
物
を
ガ
ラ
ス
固
化
体
で
封
じ
込
め
、
地
中
深

く
に
埋
設
処
分
す
る
方
針
。
二
〇
三
〇
年
代
に
も

処
分
の
開
始
を
目
指
す
。

　

放
射
性
廃
棄
物
が
安
全
な
レ
ベ
ル
に
な
る
ま
で

最
低
で
も
一
〇
万
年
は
か
か
る
と
さ
れ
て
い
る
。

水面下でうごめく「幌延問題」


